
■
井
戸
端
カ
フ
エ
に
集
ま
れ
！

３
月

23
日

～

27
日

10
時
～

16
時
、

座
間
市
役
所
１
階
市
民
サ
ロ
ン
で
。
参
加

無
料
。
最
終
日
は

11
時
半
ま
で
。
市
民
活

動
団
体
の
紹
介
や
ミ
ニ
講
座
が
あ
り
ま
す
。

市
民
活
動
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場
で
す
。
問
合
せ
＝

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
４
６

（
２
５
５
）
０
２
０
１
。

■
春
の
こ
ど
も
フ
ェ
ア

３
月

27
日

９
時

30
分
～

13
時
、
座

間
市
公
民
館
で
。
子
供
対
象
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
。
「
巻
き
寿
司
作
り
」
「
お
話
し

会
」
「
人
形
劇
」
「
丸
太
切
り
」
「
べ
っ

こ
う
あ
め
作
り
」
「
映
画
会
」
が
あ
り
ま

す
。
映
画
は
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
」

を
上
映
（

10
時
～
）
。
巻
き
寿
司
と
べ
っ

こ
う
あ
め
の
み
有
料
、
他
は
無
料
で
す
。

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
。
問
合
せ
＝
公
民

館

０
４
６
（
２
５
５
）
３
１
３
１
。

■
春
の
山
野
草
展

３
月

27
日

、

28
日

10
時
～

16
時

30
分
、
座
間
神
社
会
館
す
い
め
い
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
杜
で
。
座
間
市
谷
戸
山
山
野
草
会

主
催
。
問
合
せ
＝
神
社
会
館
す
い
め
い


０
４
６
（
２
５
１
）
０
２
４
５
。

■
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
教
室

３
月

28
日

９
時

30
分
～

12
時

30
分
、

座
間
市
公
民
館
で
。

20
歳
以
上
対
象
。
参

加
無
料
。
専
門
の
講
師
が
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
シ
ェ
イ
プ
ボ
ク
シ
ン
グ
を
指
導
。
上
履

き
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
持
参
。
動
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を
。
申
込
み
＝
公

民
館

０
４
６
（
２
５
５
）
３
１
３
１
。

■
あ
す
な
ろ
大
学
ク
ラ
ブ
活
動
展

３
月

25
日

～
４
月

11
日

10
時
～

16
時
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
・
常
設

展
示
室
で
。
月
曜
休
館
。
入
場
自
由
。
高

齢
者
学
級
あ
す
な
ろ
大
学
に
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
カ

メ
、
わ
さ
び
田
、
釣
り
、
そ
ば
打
ち
、
合

唱
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
問
合
せ

＝
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

０
４
６
（
２

５
３
）
０
７
８
１
。

●
『
巡
回
連
絡
』
に
ご
協
力
を
！

交
番
や
駐
在
所
で
勤
務
す
る
警
察
官
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
・
意
見
を
お
聞
き

す
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ご
家
庭
や
会

社
等
を
訪
問
す
る
巡
回
連
絡
を
行
っ
て
い

ま
す
。
警
察
官
は
事
件
・
事
故
の
発
生
状

況
や
防
犯
に
関
し
て
情
報
提
供
を
行
い
、

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
、
心
配
ご
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
春
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

４
月
６
日
～

15
日
ま
で
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
子
供
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
運
動
の
中
心
に
、

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用

②
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
二
輪

車
の
事
故
防
止
が
重
点
で
す
。
期
間
中
は

取
り
締
ま
り
や
交
通
指
導
を
強
化
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
時
は
１
１
０
番
。
相
談
、
情
報
提

供
、
照
会
等
は
、
座
間
警
察
署

０
４
６

（
２
５
６
）
０
１
１
０
ま
で
。

★
Ａ
Ｓ
Ａ
座
間
か
ら
…
３
月
14
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
さ
れ
た
相
模
線
と
相
鉄
線
の
時
刻
表
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｓ
Ａ
座
間

０
４
６
（
２
５
１
）
１
８
７
８
ま
で
。

◆座間市の人口と世帯数（３月１日現在）＝人口１２８,９５０人（先月より３９人減）・世帯数５３,７２９世帯（同２世帯増）

■
あ
さ
ポ
ケ
次
号
は
４
月

18
日

の
発
行
で
す
。

座
間
市
の
『
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
が
２
月
中
旬
か
ら
３
月
７
日
ま
で
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
、
市
立
図
書
館

な
ど
で
行
わ
れ
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む

団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
多
く
の
市
民
が

集
い
交
流
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
い
つ
で
も

ど
こ

で
も

だ
れ
で
も
学
べ
る
～
気
軽
に
参
加

楽
し
さ
発
見
～
」
。
各
会
場
で
は
市
内
で

活
動
す
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

や
発
表
、
生
涯
学
習
に
興
味
を
持
つ
市
民

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
た
。

２
月

25
、

26
日
は
、
東
地
区
文
化
セ

ン
タ
ー
の
高
齢
者
学
級
「
あ
す
な
ろ
大
学
」

の
展
示
と
発
表
。
３
月
４
、
５
日
は
音
楽

関
係
や
踊
り
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
団
体
、
サ
ー

ク
ル
の
発
表
。
６
、
７
日
は
文
化
や
芸
術
、

市
民
活
動
な
ど
の
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
発

表
が
あ
っ
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最
終
週
の
土
・
日
は

あ
い
に
く
の
雨
降
り
。
そ
れ
で
も
来
場
者

は
途
切
れ
ず
、
各
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
ブ
ー

ス
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
実
行
委
員
会
の
今

野
秀
司
会
長
は
、
「
ま
ず
ま
ず
の
賑
わ
い

で
す
。
各
サ
ー
ク
ル
と
市
民
の
出
会
い
の

場
で
あ
り
、
毎
年
楽
し
み
に
来
場
す
る
市

民
も
多
い
で
す
。
こ
の
機
会
に
サ
ー
ク
ル

に
入
会
す
る
方
も
い
ま
す
よ
」
と
、
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

ま
た
、
３
月
６
、
７
日
、
市
立
図
書
館

２
階
で
は
、
毎
年
大
人
気
の
『
ワ
ン
ス
モ

ア
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
フ
ェ
ア
』
も
あ
っ
た
。
座

間
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
が
行
う

古
本
市
で
、
図
書
館
で
除
籍
、
不
要
と
な
っ

た
本
を
１
冊

10
円
で
市
民
に
販
売
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
。
２
日
間
で
約
６
０

０
人
が
購
入
し
、
４
８
５
４
冊
が
売
れ
た
。

友
の
会
代
表
の
遠
藤
春
海
さ
ん
は
「
フ
ェ

ア
を
始
め
た
平
成

11
年
か
ら

20
年
度
ま

で
で
約
８
万
冊
、
図
書
館
玄
関
で
の
無
料

配
布
を
含
め
る
と
、

20
年
度
ま
で
に
約

13
万
８
千
冊
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。
毎
年
、
売
上
げ
で
新
し
い

本
を
購
入
し
、
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
る
。

写
真
は
上
か
ら
、
水
彩
そ
よ
か
ぜ
の
展
示
ブ
ー

ス
、
初
日
午
前
の
混
雑
す
る
古
本
市
、
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
の
み
な
さ
ん

座
間
大
通
り
商
店
会
の
『
シ
ャ
デ
ィ

サ
ラ
ダ
館
ざ
ま
店
』
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
わ
か
ま
つ
』
社
長
の
若
松
邦
男

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

サ
ラ
ダ
館
は
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
わ

か
ま
つ
は
婦
人
服
専
門
店
で
す
。
創
業

は
明
治

15
年
で
、
邦
男
さ
ん
は
４
代
目
。

呉
服
屋
か
ら
始
ま
り
、
総
合
衣
料
と
ギ

フ
ト
の
店
を
経
て
、
平
成
５
年
か
ら
現

在
の
営
業
形
態
に
な
り
ま
し
た
。
邦
男

さ
ん
の
生
ま
れ
た
頃
は
、
呉
服
か
ら
洋

服
へ
移
っ
た
時
期
で
、
店
員
も

10
名
ほ

ど
お
り
、
高
度
成
長
期
で
と
て
も
活
気

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
通
り
も
通
行

人
が
多
く
、
商
店
も
数
多
く
あ
る
座
間

で
一
番
の
商
店
街
で
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
家
業
を
手
伝
っ
て
い

た
の
で
、
後
継
ぎ
に
な
る
の
は
自
然
の

流
れ
で
し
た
。
ギ
フ
ト
の
需
要
が
多
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
代
の
時
、
シ
ャ

デ
ィ
の
ギ
フ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

ギ
フ
ト
に
関
し
て
は
、
「
お
客
様
の

細
か
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
気
の
利
い

た
店
」
を
目
指
し
、
ギ
フ
ト
に
添
え
る

『
写
真
入
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
』
の

無
料
作
成
や
市
内
ご
自
宅
へ
無
料
配
達

も
し
ま
す
。
写
真
入
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
は
１
枚
で
も
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
ま
た
、
最
近
人

気
の
選
べ
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
『
ア
ズ

ユ
ー
ラ
イ
ク
』
は
、
２
６
２
５
円
か
ら

10
万
円
ま
で
各
種
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

婦
人
服
は
奥
さ
ん
が
担
当
。
１
点
も

の
を
原
則
に
仕
入
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
な
ど
着
こ
な
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も

気
軽
に
応
じ
て
い
ま
す
。
「
地
元
で
信

頼
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
喜
ん
で
頂
け

る
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
」
と
邦
男
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

商
店
会
は
現
在

59
店
舗
で
、
多
く
の

店
が
世
代
交
代
の
時
期
。
「
若
い
後
継

者
が
育
っ
て
い
る
店
は
、
積
極
的
に
商

店
会
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
新
し

い
発
想
や
ア
イ
デ
ア
で
商
店
会
を
盛
り

上
げ
て
欲
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

■
シ
ャ
デ
ィ
サ
ラ
ダ
館
ざ
ま
店
／
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
わ
か
ま
つ

座
間
１


３
３
５
７


９
時
～

18
時

30
分



日
曜
・
祝
日


０
４
６
（
２
５
１
）

０
０
１
８

☆
お
買
得
ギ
フ
ト

50
～

30

％
引
き
で
販
売
中
！

子
育
て
中
の
母
親
が
、
座
間
市
公
民
館

主
催
の
講
座
や
催
し
に
参
加
し
て
い
る
間
、

乳
幼
児
の
保
育
を
担
当
す
る
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
。
毎
年

10
月
～

12
月

に
か
け
て
同
公
民
館
で
開
か
れ
る
全

10
回

の
『
親
と
子
が
共
に
育
つ
教
室
』
な
ど
の

保
育
や
公
民
館
の
各
種
催
し
の
手
伝
い
、

３
月
の
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参

加
、
他
の
育
児
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
な
ど
、

年
間
を
通
じ
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

昭
和

53
年
発
足
。
同
公
民
館
で
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
が
あ
り
、
そ
の
修

了
生
有
志
に
よ
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
は
ま
だ
、
保
育
付
き
の
催
し
が
一
般

的
で
な
く
、
県
内
で
一
番
早
く
保
育
付
き

を
実
施
し
た
の
が
座
間
市
で
あ
り
、
同
サ
ー

ク
ル
だ
っ
た
。
「
10
人
位
の
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
だ
っ
た
の
で
、
単
純
に
こ
う
名
付
け
た

ん
で
す
よ
」
と
、
当
時
を
知
る
元
代
表
の

戸
矢
さ
ん
は
話
す
。
「
座
間
市
が
社
会
教

育
に
熱
心
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
他
市
よ
り

早
く
い
い
流
れ
が
で
き
た
」
と
も
。
小
さ

な
仲
間
の
歴
史
は
、
そ
の
ま
ま
座
間
市
の

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
で
も
あ
る
。

同
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
手
本
に
、
市
内
に

い
く
つ
も
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
育
児
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
て
い
っ
た

そ
う
だ
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
、

30
代
～

70
代
の

女
性
約

30
名
。
月
１
回
の
定
例
会
（
第
３

木
曜
日
）
が
同
公
民
館
で
あ
り
、
活
動
の

打
ち
合
わ
せ
や
情
報
交
換
、
親
睦
も
深
め

て
い
る
。
育
児
付
き
の
催
し
の
際
は
、
乳

幼
児

30
人
に
対
し
、
メ
ン
バ
ー

15
～

20

人
で
保
育
に
あ
た
る
。
「
踊
り
、
歌
、
絵
、

手
遊
び
、
ピ
ア
ノ
な
ど
、
色
々
と
才
能
の

あ
る
人
が
い
る
の
で
、
子
供
た
ち
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
代
表
の
岩
井
さ
ん
。

「
保
育
が
終
わ
る
日
は
、
私
た
ち
も
お
子

さ
ん
も
と
て
も
寂
し
く
な
る
。
涙
が
で
そ

う
に
な
り
ま
す
」
と
子
供
た
ち
を
見
守
る

目
は
優
し
い
。

20
年
目
の
清
水
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
子
供
が
好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ

る
。
孫
も
６
人
近
所
に
い
る
ん
で
す
が
、

保
育
で
来
る
子
供
さ
ん
も
同
じ
ぐ
ら
い
カ

ワ
イ
イ
の
で
…
」
と
話
し
て
い
た
。

メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
見
学
歓
迎
。
問
い

合
わ
せ
は
、
座
間
市
公
民
館

０
４
６

（
２
５
５
）
３
１
３
１
へ
。

前
回
ま
で
は
、
「
な
ぜ
子
供
は
勉
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
子
供
の
質
問
に

親
と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
解
答
を
持
っ
て
い

た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
お
話
し
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
答
え
は
幾
通
り
も
あ
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
「
正
解
」
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
参
考
ま
で
に
解
答
を
私
の
ほ
う
で

二
つ
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
で

も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

た
だ
、
そ
こ
で
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
子
供
は
子
供
な
り
に
「
物

の
道
理
」
と
い
う
の
が
わ
か
る
の
だ
か
ら
、
親

は
子
供
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
や
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
わ
か
り
や
す
い

説
明
」
と
は
、
子
供
が
納
得
で
き
る
説
明
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
単
に
、
頭
ご
な
し
で
「
勉

強
し
な
さ
い
っ
！
」
で
は
子
供
は
納
得
し
ま
せ

ん
。
納
得
し
な
い
ま
ま
勉
強
し
ま
す
か
ら
勉
強

が
面
白
く
な
く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

子
供
の
「
考
え
る
力
」
を
親
が
わ
ざ
わ
ざ
殺

（
そ
）
い
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
勉
強
が
苦
痛
に
な
り
、
ま
す
ま
す
勉
強
し

な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
の
で
す
。
子

供
だ
っ
て
納
得
す
れ
ば
、
親
は
黙
っ
て
い
て
も

子
供
は
自
主
的
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
子
供
に
わ
か
り
や
す
く
話
す

こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
い
つ

も
「
奥
の
手
」
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

子
供
の
感
情
を
刺
激
す
る
こ
と
で
す
。
子
供
の

感
情
を
刺
激
す
る
一
番
の
手
は
、
子
供
の
「
損

得
感
情
」
を
刺
激
す
る
こ
と
で
す
。

下
の
子
が
小
３
の
時
で
し
た
。
朝
、
「
お
は

よ
う
ー
」
と
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
返
事
を
し

な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
一
週
間
続
い
た
の
で
、

私
は
子
供
に
こ
う
聞
き
ま
し
た
。
「
お
前
、
学

校
に
友
達
が
何
人
い
る
？
」
「
え
～
と
…
５
人

く
ら
い
か
な
ー
」
「
そ
う
か
、
５
人
か
ー
。
お

前
、
そ
の
友
達
か
ら
バ
カ
に
さ
れ
た
い
か
？
」

「
う
う
ん
、
バ
カ
に
さ
れ
た
く
な
い
ー
」
「
そ

う
か
バ
カ
に
さ
れ
た
く
な
い
か
ー
。
お
前
、
最

近
お
父
さ
ん
が
『
お
は
よ
う
』
と
言
っ
て
も
返

事
し
な
い
よ
な
。
」
「
・
・
・
」
「
お
前
、
あ

い
さ
つ
を
し
な
い
と
友
達
か
ら
バ
カ
に
さ
れ
る

人
間
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
い
い
か
」
「
…
い

や
だ
よ
」
「
―
い
や
だ
ろ
？
だ
っ
た
ら
、
明
日

か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
よ
う
な
…
」
と
。

以
後
、
今
で
も
必
ず
挨
拶
を
す
る
大
人
に
な

り
ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
バ
カ
に
さ
れ
た

く
な
い
」
と
い
う
子
供
の
感
情
へ
の
刺
激
で
す
。

特
に
子
供
は
小
さ
い
こ
ろ
は
理
性
よ
り
も
「
損

得
感
情
」
で
行
動
を
決
定
さ
せ
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
そ
こ
を
狙
っ
て
躾
け
る
の
で
す
。

す
る
と
、
理
解
、
納
得
し
て
自
主
的
に
子
供
は

行
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。


